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も く じも く じ朱
鞠
内
湖
の
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
（
北
海
道
幌
加
内
町
）

あ
の
三
・
一
一
の
災
禍
か
ら
丸
二
年
経
っ
た
。

と
い
っ
て
も
、
被
災
地
の
光
景
は
、
が
れ
き
が
片

付
い
た
以
外
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。
と

り
わ
け
暗
た
ん
た
る
気
持
ち
に
さ
せ
ら
れ
る
の

は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
被
災
地
の

あ
り
よ
う
で
あ
る
。
や
は
り
そ
う
か
と
胸
が
痛
む

が
、
住
民
の
間
に
亀
裂
が
生
じ
て
い
る
と
い
う
。

一
年
前
に
帰
村
に
踏
み
切
っ
た
の
は
、
比
較
的

放
射
線
量
の
低
い
川
内
村
だ
が
、
住
民
の
六
割
は

戻
っ
て
い
な
い
。
戻
っ
た
人
と
戻
ら
な
い
人
の
間

に
わ
だ
か
ま
り
が
生
じ
る
の
は
避
け
が
た
い
。
遠

藤
雄
幸
村
長
は
、「
原
発
事
故
の
最
大
の
被
害
は

住
民
の
心
が
分
断
さ
れ
た
こ
と
。
一
番
心
配
な
の

は
、お
互
い
を
非
難
し
て
い
る
こ
と
だ
」
と
い
う
。

警
戒
区
域
外
で
も
、
子
供
を
抱
え
る
母
親
た
ち

は
、
被
曝
の
不
安
の
中
で
、
避
難
す
る
か
、
留
ま

る
か
、
選
択
を
迫
ら
れ
た
。
選
択
次
第
で
グ
ル
ー

プ
に
色
分
け
さ
れ
る
。
原
発
被
災
地
に
寄
り
添
っ

て
き
た
民
俗
学
者
の
赤
坂
憲
雄
氏
は
、「
分
断
状

況
は
す
さ
ま
じ
い
。
グ
ル
ー
プ
間
で
の
の
し
り
合

い
を
し
、物
言
え
ば
唇
が
寒
い
状
況
だ
」
と
嘆
く
。

加
害
者
に
怒
り
を
ぶ
つ
け
る
な
ら
と
も
か
く
、
被

害
者
同
士
が
い
が
み
合
う
光
景
は
悲
し
い
。

思
え
ば
、
か
つ
て
取
材
し
た
水
俣
病
事
件
で
も

そ
う
だ
っ
た
。
水
俣
病
に
侵
さ
れ
た
被
害
者
の
漁

民
が
地
域
を
危
機
に
陥
れ
る
加
害
者
で
あ
る
か
の

よ
う
に
周
囲
か
ら
迫
害
さ
れ
た
。
患
者
た
ち
も
、

訴
訟
へ
の
対
応
を
巡
っ
て
四
分
五
裂
し
た
か
ら
、

地
域
は
ず
た
ず
た
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。「
も
や

い
直
し
」
と
い
う
言
葉
で
、
分
断
状
態
を
解
消
し

よ
う
と
い
う
機
運
が
高
ま
っ
た
時
に
は
、
す
で
に

水
俣
病
公
式
発
見
か
ら
四
十
年
の
歳
月
が
流
れ
て

い
た
。
ま
た
同
じ
悲
劇
の
繰
り
返
し
だ
ろ
う
か
。

川
内
村
の
除
染
作
業
は
進
ん
で
い
る
が
、
誰
も

が
安
心
で
き
る
線
量
で
は
な
い
。
帰
村
者
の
高
齢

化
率
は
六
五
％
。
遠
藤
村
長
は
、「
も
う
事
故
以

前
に
は
戻
れ
な
い
。
新
住
民
を
迎
え
、
新
た
な
村

づ
く
り
を
す
る
し
か
な
い
」
と
決
意
を
語
る
。
水

俣
で
は
、
も
や
い
直
し
が
進
ん
だ
後
、
住
民
が
ご

み
の
徹
底
的
な
分
別
な
ど
に
取
り
組
み
、「
環
境

首
都
」と
称
さ
れ
る
ほ
ど
に
な
っ
た
。
福
島
で
も
、

そ
れ
に
負
け
な
い
再
生
が
あ
る
と
信
じ
た
い
。

ま
つ

も
と

よ
し

お

ジ
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ト　

松 

本　

克 

夫お

コ ムムムムムムラ

災
禍
に
よ
る
分
断
を
越
え
て

朱鞠内湖は日本最大の湛水面積を
誇る人造湖。
1974年に湖周辺は朱鞠内道立自然
公園に指定され、カヌーやボー
ト、釣りをする人の姿もみられ
る。「幻の魚」とされるイトウが
まれに釣れる。

社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
藤
原
会
長
と
渡
邊
行
政
委
員
会
副
委
員
長
が
出
席
…
…
…
⑵

農
山
漁
村
地
域
に
関
す
る
都
市
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
公
表

　
　
　

―
交
流
拡
大
を
通
じ
た
持
続
可
能
な
集
落
づ
く
り
を
推
進
―
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
⑶

笠
置
フ
ァ
ン
獲
得
へ
！
〜
全
国
ご
当
地
鍋
フ
ェ
ス
タ
の
取
組
み
〜
＝
京
都
府
笠
置
町
…
…
…
…
…
…
…
…
…
⑹

復
興
だ
よ
り　

町
の
希
望
の
灯
と
な
れ
〜
岩
手
県
大
槌
町
〜
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
⑼

町
村
Ｎ
ａ
ｖ
ｉ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
⑽

ひ
と
に
や
さ
し
く
、自
然
に
や
さ
し
く
、未
来
に
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
…
静
岡
県
南
伊
豆
町
長  

鈴
木  

史
鶴
哉
 …
⑾

活 

動

政 

策

フ
ォ
ー
ラ
ム

情 

報

情 

報

随 

想



町 村 週 報（第三種郵便物認可） 平成25年 3 月11日　2第2832号

活 動

は
じ
め
に
、
全
国
知
事
会
の
福
田
栃
木

県
知
事
が
3
団
体
が
共
同
で
提
出
し
た
資

料
に
基
づ
き
、国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
、

構
造
的
な
問
題
を
抜
本
的
に
解
決
し
基
盤

強
化
を
行
う
こ
と
は
必
要
不
可
欠
と
し
た

上
で
、
こ
の
問
題
の
解
決
が
図
ら
れ
持
続

可
能
な
制
度
が
構
築
さ
れ
る
の
で
あ
れ

ば
、
都
道
府
県
と
し
て
も
責
任
を
担
う
覚

悟
で
あ
る
と
説
明
し
、
続
い
て
大
西
高
松

市
長
と
岡
﨑
高
知
市
長
が
全
国
市
長
会
の

主
張
及
び
両
市
の
実
情
等
を
説
明
し
た
。

そ
の
後
、
渡
邊
行
政
委
員
会
副
委
員
長

が
、
昨
年
11
月
の
全
国
町
村
長
大
会
意
見

に
基
づ
き
、
医
療
保
険
・
介
護
保
険
・
地

域
医
療
・
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
、
①
国

民
皆
保
険
の
基
盤
を
守
り
、
制
度
間
の
不

均
衡
を
是
正
し
、
負
担
と
給
付
の
公
平
を

期
す
る
た
め
、
医
療
保
険
制
度
の
一
本
化

を
実
現
す
べ
き
、
②
一
本
化
に
至
る
ま
で

の
過
程
と
し
て
、
国
保
の
財
政
基
盤
の
強

化
と
都
道
府
県
単
位
に
広
域
化
を
推
進
す

る
こ
と
、
③
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
適
切
に
提

供
す
る
た
め
に
は
、
訪
問
介
護
員
、
介
護

支
援
専
門
員
等
の
人
材
の
育
成
確
保
が
不

可
欠
、
④
子
ど
も
子
育
て
新
制
度
に
つ
い

て
法
施
行
に
向
け
た
指
針
の
検
討
に
あ

た
っ
て
は
国
の
関
与
を
最
小
限
と
し
、
町

村
の
自
由
度
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
―
と
説
明
し
た
。
ま
た
、
藤
原
会
長
は

福
祉
・
介
護
・
医
療
の
連
携
に
つ
い
て
川

上
村
の
実
情
を
説
明
し
た
上
で
、「
川
上

村
で
一
定
の
成
果
を
あ
げ
ら
れ
た
の
は
村

に
ふ
さ
わ
し
い
方
法
で
『
顔
の
見
え
る
社

会
保
障
』を
実
践
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

全
国
に
は
大
小
様
々
な
自
治
体
が
あ
り
、

規
模
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

特
性
に
あ
っ
た
取
り
組
み
が
推
進
で
き
る

よ
う
、
国
と
し
て
基
盤
整
備
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

委
員
か
ら
は
、
①
医
療
保
険
制
度
の
一

本
化
は
ど
の
よ
う
に
実
現
し
て
い
く
の

か
、
②
国
保
を
都
道
府
県
単
位
に
広
域
化

す
る
際
の
都
道
府
県
と
市
町
村
の
役
割
に

つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
、
③
国
保
を
都
道

府
県
単
位
に
広
域
化
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、
市
町
村
ご
と
に
医
療
費
に
格
差
が
あ

る
の
で
市
町
村
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
働

く
仕
組
み
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
―
と
の

質
問
が
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
藤
原
会
長
と
渡
邊
行
政
委

員
会
副
委
員
長
は
、
①
医
療
保
険
制
度
の

一
本
化
に
つ
い
て
は
、
財
政
基
盤
の
強
化

を
図
り
な
が
ら
一
本
化
し
て
い
く
べ
き
だ

が
、
国
と
地
方
の
役
割
分
担
を
明
確
に
し

た
制
度
設
計
と
す
る
必
要
が
あ
る
、
②
財

政
運
営
は
都
道
府
県
、
実
務
は
市
町
村
と

適
切
な
役
割
分
担
を
実
現
す
べ
き
だ
が
、
現

在
国
保
に
は
構
造
的
な
問
題
点
が
あ
り
、

定
率
国
庫
負
担
を
大
幅
に
拡
大
す
る
な
ど

抜
本
的
な
対
策
を
講
じ
た
上
で
、
段
階
ご

と
の
手
順
を
踏
ん
で
い
け
ば
、
都
道
府
県

と
し
て
も
容
認
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、

③
医
療
費
に
は
地
域
差
が
あ
る
が
、
各
市

町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
に
あ
っ

た
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
―
と

述
べ
た
。

最
後
に
、
坂
本
哲
志
総
務
副
大
臣
か
ら

「
国
保
の
保
険
者
に
つ
い
て
は
県
の
覚
悟

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
は
安
定
的
な
運
営
を
、
介
護
は

地
方
の
実
情
を
十
分
踏
ま
え
た
対
応
を
図

る
、
と
い
う
い
ず
れ
も
重
要
な
提
言
で
あ

る
。
社
会
保
障
の
多
く
は
、
地
方
自
治
体

を
通
じ
て
国
民
に
提
供
さ
れ
る
。
地
方
の

理
解
を
得
る
こ
と
で
実
効
性
が
高
ま
る
の

で
、
社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
の
委

員
に
お
か
れ
て
は
、
本
日
の
意
見
を
十
分

踏
ま
え
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
の
発
言

が
あ
っ
た
。

政
府
の
社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
は
、
2
月
28
日
に
開
催
し
た
第
5
回

会
合
に
お
い
て
、
地
方
3
団
体
等
か
ら
今
後
の
社
会
保
障
制
度
改
革
の
方
向
性

等
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。

本
会
か
ら
は
藤
原
忠
彦
会
長
（
長
野
県
町
村
会
長
・
川
上
村
長
）
と
渡
邊
廣

吉
行
政
委
員
会
副
委
員
長
（
新
潟
県
町
村
会
長
・
聖
籠
町
長
）
が
出
席
し
、
全

国
町
村
会
の
考
え
方
や
地
域
の
実
情
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

全
国
町
村
会

▲会議で発言する藤原会長

▲発言する渡邊行政副委員長

社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
藤
原
会
長
と

渡
邊
行
政
委
員
会
副
委
員
長
が
出
席
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政 策

農
山
漁
村
地
域
に
お
け
る
過
疎
化
の
問

題
は
、
商
店
・
ス
ー
パ
ー
等
の
閉
鎖
、
公

共
交
通
の
利
便
性
の
低
下
、
働
き
口
の
減

少
、空
き
家
や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
、

多
岐
に
渡
り
な
が
ら
深
刻
化
し
て
い
る
。

問
題
解
決
の
た
め
に
は
地
域
振
興
が
必

須
で
あ
る
が
、
マ
ン
パ
ワ
ー
の
著
し
い
不

足
が
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
お
り
、
都
市

住
民
と
の
交
流
拡
大
が
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
交
流
拡
大
を
通
じ
た
持
続
可

能
な
集
落
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に

は
、
都
市
住
民
の
意
識
調
査
が
必
要
と
の

こ
と
か
ら
今
回
の
調
査
が
実
施
さ
れ
た
も

の
。（
2
0
1
2
年
10
月
12
日
か
ら
15
日
。

サ
ン
プ
ル
数
3
、
3
2
0
）

農
山
漁
村
地
域
を
99
・
1
％
が
「
大

切
だ
」
と
認
識

「
あ
な
た
は
、農
山
漁
村
地
域
は
日
本
に

と
っ
て
大
切
だ
と
思
い
ま
す
か
」
と
い
う

質
問
に
対
し
、都
市
住
民
の
55
・
5
％
が「
非

常
に
大
切
」と
回
答
し
、「
大
切（
43
・
6
％
）」

と
合
わ
せ
る
と
99
・
1
％
に
達
し
た
。

年
代
別
に
見
る
と
年
齢
が
高
く
な
る
ほ

ど
「
非
常
に
大
切
」
が
増
え
て
い
る
。（
次

ペ
ー
ジ
「
参
考
1
」）

次
に
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
。
も
っ
と

も
多
か
っ
た
の
が
「
食
を
生
産
・
供
給
し

て
い
る
か
ら
」。
以
下
、「
多
様
な
自
然
環

境
を
有
し
て
い
る
か
ら
」、「
日
本
の
風
土

な
ら
で
は
の
景
観
が
残
さ
れ
て
い
る
か

ら
」「
地
域
固
有
の
伝
統
文
化
を
受
け
継

い
で
い
る
か
ら
」「
Ｃ
Ｏ
2

を
吸
収
す
る

森
林
を
守
り
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
貢
献

し
て
い
る
か
ら
」
と
続
く
。

さ
ら
に
「
東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け

に
農
山
漁
村
地
域
に
対
す
る
思
い
は
変
わ

り
ま
し
た
か
」
の
問
い
に
対
し
て
は
、「
以

前
よ
り
大
切
だ
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
」

が
40
・
2
％
。「
変
わ
ら
な
い
」
が
59
・

4
％
だ
っ
た
。
以
前
よ
り
大
切
に
思
う
よ

う
に
な
っ
た
人
の
割
合
は
、
年
齢
が
上
が

る
に
つ
れ
て
高
く
な
っ
て
い
る
。

65
・
2
％
が
農
山
漁
村
地
域
と
訪
問

以
外
は
特
に
関
わ
り
な
し

農
山
漁
村
と
の
関
わ
り
を
尋
ね
た
。

ま
ず
、「
訪
問
」
に
つ
い
て
の
頻
度
を

聞
い
た
と
こ
ろ
、
年
に
1
回
以
上
が
4
割

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
震
災
前
と
震
災
後
で

頻
度
が
変
わ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、

大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
被
災

地
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
復
興
支
援
観
光

な
ど
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
調

査
に
は
、
そ
の
影
響
は
現
れ
て
い
な
い
。

年
代
別
に
見
る
と
、
60
歳
代
は
年
1
回

以
上
訪
問
す
る
と
の
回
答
が
5
割
に
達

し
、
も
っ
と
も
多
い
。
次
に
多
い
の
が
20

歳
代
と
50
歳
代
。
30
・
40
歳
代
は
少
な
い
。

訪
問
の
理
由
や
目
的
で
は
、「
観
光
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
」が
最
多
で
、

東
日
本
大
震
災
前
で
61
・
5
％
、
震
災
後

で
58
・
2
％
。「
家
族
の
家
事
手
伝
い
や

帰
省
の
た
め
」
が
、
震
災
前
で
36
・
7
％
、

震
災
後
で
37
・
1
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
2
項
目
が
理
由
・
目
的
の
大
部
分
を
占

め
て
お
り
、
そ
の
他
の
理
由
・
目
的
は
い

ず
れ
も
該
当
者
が
極
端
に
少
な
い
。「
農

山
漁
村
地
域
に
も
住
居
が
あ
る
（
二
地
域

居
住
）」
震
災
前
後
と
も
6
・
0
％
、「
農

作
業
や
祭
り
な
ど
の
地
域
活
動
に
参
加
す

る
た
め
」
震
災
前
6
・
4
％
、
震
災
後

5
・
7
％
、「
災
害
支
援
や
雪
か
き
な
ど
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
た
め
」
震

災
前
1
・
8
％
、
震
災
後
3
・
1
％
、
な
ど
。

訪
問
以
外
の
関
わ
り
を
問
う
質
問
で

は
、「
特
に
農
山
漁
村
地
域
と
の
関
わ
り

は
な
い
」
が
7
割
近
く
を
占
め
る
。（
震

災
前
69
・
8
％
、
震
災
後
65
・
2
％
）。

国
土
交
通
省
は
こ
の
た
び
「
農
山
漁
村
地
域
に
関
す
る
都
市
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
」
の
結
果
を
公
表
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
東
京
23
区
お
よ
び

人
口
30
万
人
以
上
の
都
市
在
住
者
（
20
歳
〜
70
歳
未
満
）
を
対
象
に
実
施
し
た

も
の
。
都
市
住
民
と
の
交
流
を
拡
大
し
な
が
ら
の
地
域
振
興
策
を
策
定
す
る
ベ

ー
ス
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

－交流拡大を通じた持続可能な集落づくりを推進－

農山漁村地域に関する
都市住民アンケート結果が公表

政策解説
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し
か
し
訪
問
以
外
に
関
わ
り
の
あ
る
人
を

丹
念
に
見
る
と
、「
災
害
の
被
災
地
に
対

し
て
寄
付
を
し
て
い
る
」
人
が
、
震
災
前

は
3
・
9
％
だ
っ
た
の
が
、
震
災
後
は

12
・
4
％
と
約
3
倍
に
増
え
て
い
る
の
が

特
筆
さ
れ
る
。
ま
た
、「
特
定
の
特
産
物
な

ど
を
直
接
購
入
し
て
い
る
」（
震
災
前
12
・

1
％
、
震
災
後
11
・
7
％
）、「
都
市
部
で

の
農
山
漁
村
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
訪
れ
る
」（
震
災
前
15
・

4
％
、
震
災
後
15
・
8
％
）
の
よ
う
に
、
産

物
へ
の
関
心
を
持
つ
人
が
一
定
数
い
る
。

農
山
漁
村
で
暮
ら
し
た
い
男
性
12
・

5
％
、
女
性
5
・
5
％ 

今
後
、
農
山
漁
村
と
ど
う
関
わ
っ
て
い

き
た
い
か
を
尋
ね
た
。

ま
ず
「
東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
と

し
て
、
今
後
さ
ら
に
農
山
漁
村
と
の
関
わ

り
を
深
め
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
か
」
の
質
問
に
、「
は
い
」
と
答
え
た

人
は
26
・
9
％
、「
い
い
え
」
は
11
・
1
％
、

「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
が
62
・
1
％

だ
っ
た
。

次
に
「
今
後
、
農
山
漁
村
地
域
と
ど
の

よ
う
な
関
わ
り
を
持
ち
た
い
か
」
の
質
問

は
、
以
下
の
よ
う
な
回
答
と
な
っ
た
。

「
移
住
し
た
い
」
3
・
6
％
、「
都
市
部

と
農
山
漁
村
を
行
き
来
す
る
二
地
域
居
住

を
し
た
い
」
5
・
4
％
、「
と
き
ど
き
訪

れ
た
り
滞
在
し
た
い
」
46
・
5
％
、「
暮

ら
し
や
訪
れ
以
外
の
関
わ
り
を
持
ち
た

い
」
31
・
4
％
、「
関
わ
り
を
持
ち
た
い

と
は
思
わ
な
い
」
13
・
2
％
。

こ
の
う
ち
、「
移
住
し
た
い
」
と
「
二

地
域
居
住
を
し
た
い
」（
合
計
9
％
）
に

注
目
し
て
み
る
。

こ
の
2
項
目
を
男
女
別
に
見
る
と
、
男

性
は
「
移
住
し
た
い
」（
4
・
9
％
）
＋
「
二

地
域
居
住
」（
7
・
6
％
）で
合
計
12
・
5
％
。

い
っ
ぽ
う
女
性
は
、「
移
住
し
た
い
」

（
2
・
2
％
）
＋
「
二
地
域
居
住
」（
3
・

3
％
）
で
合
計
5
・
5
％
。
男
女
間
で
2

倍
以
上
の
開
き
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
2
項
目
に
あ
て
は
ま
る

人
た
ち
を
詳
し
く
分
析
す
る
と
、「
実
際

に
農
山
漁
村
地
域
で
の
生
活
体
験
あ
り
」

が
約
6
割
、「
農
山
漁
村
地
域
に
親
族
や

友
人
が
い
る
」
が
約
4
割
で
あ
っ
た
。

農
山
漁
村
で
暮
ら
し
た
い
人
を
さ
ら

に
分
析
―
「
自
然
の
中
で
豊
か
な
暮

ら
し
が
で
き
る
」
92
・
4
％

本
調
査
で
は
、「
移
住
」「
二
地
域
居
住
」

希
望
者
に
、
さ
ら
に
細
か
い
質
問
を
し
て

い
る
。

「
農
山
漁
村
で
暮
ら
し
た
い
と
思
う
理

由
」
で
は
、「
自
然
の
中
で
豊
か
な
暮
ら

し
が
で
き
る
か
ら
」
が
、
移
住
希
望
者
の

92
・
4
％
、
二
地
域
居
住
希
望
者
の
76
・

7
％
を
占
め
て
圧
倒
的
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
希
望
の
実
現
可
能
度
を
問
う

質
問
で
は
、「
す
で
に
具
体
的
な
プ
ラ
ン

が
あ
る
」（
12
・
7
％
）、「
具
体
的
な
プ

ラ
ン
は
な
い
が
、
い
ず
れ
実
現
で
き
る
と

思
う
」（
49
・
8
％
）、「
現
実
的
に
は
難

し
い
と
思
う
」（
37
・
5
％
）、
と
い
う
結

果
に
な
っ
た
。

「
現
実
的
に
は
難
し
い
」
と
回
答
し
た

人
に
、
そ
の
理
由
を
問
う
と
、
移
住
希
望

者
で
は
「
実
現
す
る
き
っ
か
け
が
な
い
」

（
45
・
7
％
）
が
ト
ッ
プ
。
以
下
「
働
く
場

が
少
な
く
、
自
分
に
あ
う
仕
事
が
選
べ
な

い
」（
39
・
1
％
）、「
住
居
な
ど
を
確
保

す
る
経
済
的
コ
ス
ト
が
大
き
い
」（
30
・

4
）
％
と
続
く
。

い
っ
ぽ
う
、
二
地
域
居
住
希
望
者
で
は

非常に大切だと思う

55.5 

48.6 

51.7 

56.1 

58.1 

62.4 

大切だと思う

43.6 

49.7 

47.0 

42.7 

41.4 

37.3 

0.8 

1.4 

1.1 

0.9 

0.5 

0.1 

0.2 

0.3 

0.3 

0.3 

0.0 

0.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（N=3320）

20代（N=588）

30代（N=756）

40代（N=688）

50代（N=604）

60代（N=684）

全く大切だと

思わない

大切だとは思わない

※四捨五入による端数処理のため内訳の合計が100%にならないことがある。

■参考１　都市住民の農山漁村地域に対するイメージ
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「
住
居
な
ど
を
確
保
す
る
経
済
的
コ
ス
ト

が
大
き
い
」（
54
・
5
％
）
が
ト
ッ
プ
に

き
て
い
る
。
以
下
「
働
く
場
が
少
な
く
、

自
分
に
あ
う
仕
事
が
選
べ
な
い
」（
42
・

4
％
）、「
都
市
部
と
の
交
通
、
移
動
の
た

め
の
経
済
的
な
コ
ス
ト
が
大
き
い
」

（
31
・
8
％
）
と
続
く
。

農
山
漁
村
地
域
に
必
要
な
対
策
は
？

―「
産
業
振
興
・
雇
用
創
出
」57
・
0
％

農
山
漁
村
地
域
で
起
き
て
い
る
諸
問
題

に
つ
い
て
、
も
っ
と
も
認
識
さ
れ
て
い
る

の
は
「
商
店
・
ス
ー
パ
ー
等
の
閉
鎖
」

（
81
・
5
％
）、「
働
き
口
の
減
少
」（
81
・

4
％
）、「
公
共
交
通
の
利
便
性
低
下
」

（
75
・
7
％
）
と
い
っ
た
、
生
活
に
関
わ

る
問
題
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
農
山
漁
村
地
域
で
必
要
な
取

組
み
に
つ
い
て
の
質
問
に
は
、「
農
林
水

産
業
を
始
め
と
す
る
産
業
振
興
、
雇
用
創

出
」
と
の
回
答
が
57
・
0
％
で
、
も
っ
と

も
多
か
っ
た
。
以
下
、「
道
路
や
バ
ス
な

ど
交
通
ア
ク
セ
ス
整
備
」（
50
・
7
％
）、「
子

育
て
・
教
育
や
医
療
・
福
祉
な
ど
生
活
環

境
整
備
」（
45
・
5
％
）
と
続
く
。
地
域

住
民
が
住
み
続
け
る
た
め
に
必
要
な
対
策

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

農
山
漁
村
で
の
活
動
で
参
加
し
た
い
も
の

は
？
―
「
農
作
業
の
手
伝
い
」
24
・
9
％

農
山
漁
村
地
域
を
訪
れ
た
こ
と
の
あ
る

人
の
う
ち
7
割
は
、
な
ん
ら
か
の
活
動
に

参
加
し
た
経
験
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、

今
後
、
参
加
し
て
み
た
い
活
動
を
問
う
質

問
で
あ
る
。

も
っ
と
も
多
か
っ
た
の
は
「
農
作
業
の

手
伝
い
」（
24
・
9
％
）
で
あ
っ
た
。
こ

の
活
動
は
、
す
で
に
参
加
体
験
の
あ
る
人

も
多
く
、
都
市
部
の
人
に
と
っ
て
は
、
日

常
生
活
で
は
触
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
体

験
だ
け
あ
っ
て
関
心
は
高
い
。

以
下
「
地
域
の
伝
統
芸
能
や
祭
り
の
手

伝
い
」（
20
・
9
％
）、「
環
境
保
全
活
動
」

（
18
・
0
％
）、「
高
齢
者
の
買
い
物
代
行

な
ど
の
生
活
支
援
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
手

伝
い
」（
14
・
3
％
）
と
続
く
。

男
女
別
に
見
る
と
、
女
性
で
は
「
高
齢

者
の
買
い
物
代
行
な
ど
生
活
支
援
や
福
祉

サ
ー
ビ
ス
」
へ
の
関
心
が
男
性
よ
り
も
高

い
（
男
11
・
4
％
、
女
17
・
2
％
）

ま
た
、
年
代
別
に
見
る
と
、
20
歳
代
で

特
に
「
農
作
業
の
手
伝
い
」（
20
歳
代

33
・
2
％
、
全
体
24
・
9
％
）、「
地
域
の

伝
統
芸
能
や
祭
り
の
手
伝
い
」（
20
歳
代

29
・
9
％
、
全
体
20
・
9
％
）、「
災
害
支

援
や
雪
下
ろ
し
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
」（
20
歳
代
18
・
2
％
、
全
体
11
・
0
％
）

へ
の
関
心
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。

農
山
漁
村
で
の
活
動
参
加
の
た
め
に

必
要
な
こ
と
は
？
―
「
都
市
部
に
相

談
窓
口
が
あ
る
こ
と
」
59
・
4
％

最
後
に
、
興
味
が
あ
る
活
動
に
参
加
す

る
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
聞
い
た
。

ト
ッ
プ
は「
活
動
内
容
に
関
す
る
相
談
・

情
報
提
供
窓
口
が
都
市
部
に
あ
る
」
で

59
・
4
％
。
以
下
「
現
地
ま
で
の
公
共
交

通
手
段
や
送
迎
が
あ
る
」（
41
・
2
％
）、「
交

通
費
や
滞
在
費
な
ど
の
補
助
」（
40
・

3
％
）、「
地
域
住
民
と
の
交
流
機
会
」

（
39
・
3
％
）、「
活
動
に
必
要
な
道
具
な

ど
の
提
供
」（
38
・
7
％
）
と
続
く
。

年
代
別
に
み
る
と
、若
い
世
代
で
は「
送

迎
」
や
「
交
通
費
、
滞
在
費
の
補
助
」
が

必
要
だ
と
す
る
割
合
が
多
く
、
年
齢
の
高

い
世
代
で
は「
地
域
住
民
と
の
交
流
機
会
」

を
挙
げ
る
人
が
増
え
る
。

ま
た
、
農
山
漁
村
地
域
の
情
報
収
集
に

つ
い
て
は
、「
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
」（
51
・

5
％
）と「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」（
41
・
5
％
）

か
ら
が
2
大
情
報
源
と
な
っ
て
い
る
。
移

住
希
望
者
で
は
3
割
が
ク
チ
コ
ミ
を
あ
げ

て
い
る
の
が
特
筆
さ
れ
る
。（
グ
ラ
フ「
参

考
2
」）

　
◎
町
村
週
報
の
ご
購
読
◎

　「
町
村
週
報
」の
購
読
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

（kouhou@
zck.or.jp

）に
て
、
全
国
町
村

会
広
報
部
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

★
年
間
購
読
料
１
、５
０
０
円（
送
料
込
み
）

★
請
求
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
折

り
返
し
お
振
り
込
み
下
さ
い
。
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30.3 29.4
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テレビ・

ラジオ

インター

ネット

新聞・

一般雑誌

親族、友人

などからの

クチコミ

旅行雑誌・

ガイドブック

観光

案内所

旅行会社に

あるポスターや

パンフレットなど

新聞広告や

電車の

中吊り広告

その他 特に入手

していない

（%）
全体（N=3320）

移住希望（N=119）

二地域居住希望（N=180）

■参考２　農山漁村地域に関する情報の入手について
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笠
置
町
の
概
要

京
都
府
相
楽
郡
笠
置
町
は
、
府
南
端
に
位

置
し
、
大
阪
か
ら
約
1
時
間
、
奈
良
か
ら
約

30
分
の
距
離
に
あ
り
、
都
会
か
ら
遊
び
に
来

ら
れ
る
方
が
多
い
町
で
す
。
ま
た
、
面
積
は

23
・
57
㎢
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
8
割
を
森

林
が
占
め
て
い
ま
す
。
人
口
は
昭
和
22
年
の

ピ
ー
ク
時
の
約
3
、
3
0
0
人
か
ら
減
少
が

進
み
、
現
在
は
府
下
で
最
も
少
な
い
約
1
、

6
0
0
人
と
な
り
、
高
齢
化
も
進
む
な
ど
、

高
齢
化
率
は
39
％
（
平
成
25
年
1
月
末
）
と
、

府
下
で
2
番
目
に
高
い
割
合
と
な
っ
て
い
ま

す
。笠

置
町
は
観
光
が
主
な
産
業
と
な
っ
て
お

り
、
木
津
川
の
自
然
を
活
か
し
た
カ
ヌ
ー
、

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
等
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー

ツ
、
鎌
倉
倒
幕
を
企
図
し
た
後
醍
醐
天
皇
の

挙
兵
・
籠
城
の
舞
台
と
な
り
、
紅
葉
の
名
所

で
も
あ
る
笠
置
山
、
き
じ
鍋
・
ボ
タ
ン
鍋
等

の
味
覚
等
が
観
光
資
源
と
な
っ
て
お
り
、
さ

く
ら
名
所
百
選
に
選
ば
れ
て
い
る
府
立
笠
置

山
自
然
公
園
の
桜
も
見
所
の
一
つ
で
す
。
ま

た
、
笠
置
山
頂
の
笠
置
寺
は
日
本
最
古
最
大

の
弥
勒
磨
崖
仏
が
あ
り
、
同
じ
く
、
虚
空
蔵

磨
崖
仏
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
笠
置
寺
は

東
大
寺
の
お
水
取
り
の
起
源
と
さ
れ
て
お

り
、
東
大
寺
の
二
月
堂
と
関
連
が
あ
る
正
月

堂
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
23
年
の
観
光
入
込

客
数
及
び
観
光
消
費
額
は
平
成
19
年
と
比
べ

て
、そ
れ
ぞ
れ
約
2
割
減
、3
割
減
と
、年
々

減
少
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
を
打
開
す
る
た
め
に
、

笠
置
町
は
こ
れ
ら
の
観
光
資
源
を
活
か
し
、

さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
新
し
い
取
組
み
や

 かさ ぎ ちょう

笠置町京都府

京都府

Ｎ

笠置町

町村独自の
まちづくり

現地レポート

笠
置
フ
ァ
ン
獲
得
へ
！

　
　
〜
全
国
ご
当
地
鍋
フ
ェ
ス
タ
の
取
組
み
〜

△全国ご当地鍋フェスタの様子
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イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、
笠
置
フ
ァ
ン
や
全
国

ご
当
地
鍋
フ
ェ
ス
タ
な
ど
様
々
な
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

笠
置
フ
ァ
ン
で
魅
力
を
発
信
!!

笠
置
フ
ァ
ン
と
は
町
外
の
方
に
、
笠
置
町

の
イ
ベ
ン
ト
や
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
の
取
組
で
あ
り
、
7
年
以
上
の
実
績
を

持
っ
て
い
ま
す
。

内
容
は
、
笠
置
町
の
イ
ベ
ン
ト
や
魅
力
を

メ
ー
ル
や
郵
送
に
よ
り
、
そ
の
時
々
の
笠
置

町
の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
も
の

で
す
。
最
近
で
は
町
内
の
商
店
に
笠
置
フ
ァ

ン
加
盟
店
を
集
い
、
店
舗
特
典
を
付

け
る
な
ど
の
付
加
価
値
を
追
加
し
、

笠
置
フ
ァ
ン
に
な
る
事
の
メ
リ
ッ
ト

を
増
や
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
登
録
者
数
は
7
0
0
名
を

超
え
、
年
々
上
昇
傾
向
に
あ
り
、
こ

こ
数
年
で
3
0
0
名
ほ
ど
の
登
録
者

を
増
や
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
大
阪

や
京
都
な
ど
近
畿
圏
内
の
登
録
者
が

多
い
の
で
、関
東
や
中
国
地
方
な
ど
、

遠
方
の
登
録
者
も
増
や
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
課
題
は
、
実
際
に
笠
置
町

に
来
訪
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
方

に
、
よ
り
笠
置
町
の
魅
力
に
知
っ
て

い
た
だ
き
、
何
度
も
足
を
運
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
な
情
報
を
提
供
す
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

食
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た

全
国
ご
当
地
鍋
フ
ェ
ス
タ
の
取
組
み

ま
た
笠
置
町
で
は
、
全
国
ご
当
地
鍋
フ
ェ

ス
タ
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
に
開
催
さ
れ
た
第
26
回
国
民
文

化
祭
京
都
2
0
1
1
を
契
機
に
、
平
成
22
年

に
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
近
畿
地
方
か
ら

招
致
し
た
ご
当
地
鍋
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
翌
年
の
国
民
文
化
祭
開
催

年
に
は
、
全
国
各
地
か
ら
ご
当
地
鍋
自
慢
を

招
致
し
た
全
国
ご
当
地
鍋
フ
ェ
ス
タ
を
開
催

し
ま
し
た
。

笠
置
町
で
は
、
過
疎
化
や
高
齢
化
が
進
行

し
、
観
光
入
込
客
の
減
少
が
続
い
て
い
る
こ

と
か
ら
、
地
域
活
性
化
の
一
環
と
し
て
名
物

料
理
で
あ
る
「
き
じ
鍋
」
に
着
目
し
、
全
国

か
ら
ご
当
地
鍋
を
集
め
て
全
国
ご
当
地
鍋

フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
、
食
文
化
の
交
流
を
図

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

き
じ
鍋
が
笠
置
町
で
提
供
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
町
内
に
あ
る
旅
館
の

亭
主
が
笠
置
に
あ
う
食
材
を
求
め
て
辿
り
着

い
た
の
が
「
き
じ
肉
」
で
あ
っ
た
こ
と
に
始

ま
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

き
じ
肉
は
た
ん
ぱ
く
質
が
多
い
一
方
、
脂

肪
が
少
な
く
、
鶏
肉
よ
り
も
カ
ロ
リ
ー
が
少

な
い
高
級
肉
で
す
。
き
じ
の
味
に
惚
れ
こ
ん

だ
旅
館
の
亭
主
が
地
道
な
努
力
と
Ｐ
Ｒ
活
動

に
よ
り
旅
館
の
名
物
料
理
と
な
り
、
現
在
で

は
、
町
内
全
て
の
旅
館
で
き
じ
鍋
が
提
供
さ

れ
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
の
ご
当
地
鍋
フ
ェ
ス
タ
で
は
、

町
内
の
旅
館
等
で
提
供
さ
れ
て
い
る
き
じ
鍋

を
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
販
売
す
る
の
は
、
町

と
し
て
初
め
て
の
試
み
で
し
た
。
こ
の
試
み

は
、
い
か
に
低
価
格
で
高
級
な
キ
ジ
鍋
を
美

味
し
く
来
場
者
に
食
し
て
い
た
だ
け
る
か
を

商
工
会
女
性
部
等
の
方
々
が
研
修
や
試
作
を

行
い
、
ど
の
よ
う
に
Ｐ
Ｒ
や
販
売
が
で
き
る

か
を
検
討
し
て
き
た
結
果
、
現
在
、
き
じ
鍋

の
販
売
は
大
変
好
評
を
得
る
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。

全
国
ご
当
地
鍋
フ
ェ
ス
タ
で
は
、
き
じ
鍋△「笠置ファン募集」ポスター

△ 
虚
空
蔵
磨
崖
仏
：
制
作
か
ら
千
年
以
上
の
年
月
が

経
過
し
て
も
形
を
残
し
て
い
る
貴
重
な
磨
崖
仏
で
す
。
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を
中
心
に
全
国
か
ら
ご
当
地
鍋
を
集
め
て
、

来
場
者
に
よ
る
投
票
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
決
定

す
る
イ
ベ
ン
ト
を
は
じ
め
、
全
国
ご
当
地
グ

ル
メ
の
出
店
販
売
や
ご
当
地
キ
ャ
ラ
の
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
子
供
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
で
来
場
者
を
盛
り
上
げ
て

い
ま
す
。

国
民
文
化
祭
を
終
え
、
笠
置
町
で
は
、
今

後
も
全
国
ご
当
地
鍋
フ
ェ
ス
タ
を
継
続
し
て

実
施
し
て
い
く
た
め
、
平
成
24
年
7
月
に
全

国
ご
当
地
鍋
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
を
新
た

に
立
上
げ
、
12
月
1
日
（
日
）
に
は
、
北
は

秋
田
県
か
ら
南
は
大
分
県
ま
で
合
計
25
団
体

の
鍋
が
参
加
し
た
、
第
3
回
全
国
ご
当
地
鍋

フ
ェ
ス
タ
Ｎ

－

1
グ
ラ
ン
プ
リ
を
開
催
し
ま

し
た
。

今
後
も
笠
置
町
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

全
国
ご
当
地
鍋
フ
ェ
ス
タ
を
ひ
と
つ
の
き
っ

か
け
と
し
て
観
光
客
の
誘
致
を
図
り
、
地
域

住
民
一
体
と
な
っ
て
盛
り
上
げ
、「
き
じ
」

を
地
域
の
大
切
な
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、
魅
力

あ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
笠
置
町
で
は
ま
ち
づ
く
り

や
地
域
活
性
化
に
向
け
て
、
様
々
な
事
業
を

通
じ
、
町
の
自
然
を
最
大
限
に
活
か
し
て
、

観
光
振
興
及
び
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

笠
置
町
長　

松
本　

勇

　全国町村会では、全国の町村との連携を密にし、町村長と町村職員のみなさんの情報収集の利便
性を向上させるため、町村専用ページ「町村.com」を開設しています。
　「町村 .com」では、全国町村会の活動状況や中央省庁などの政策情報を随時ご提供しているほか、
全国の町村の先進的な取り組み事例をはじめ、各種統計資料など様々なデータも公表しています。
　私どもは、「町村 .com」が町村関係者にとって真に役立つホームページとなることを目指し、こ

れからも充実をはかっていきたいと考えてい
ますので、ご覧になったご感想・ご意見を、下
記のメールアドレスにお寄せください。

kouhou@zck.or.jp

町村専用ページ「町村 .com」をご覧になっていますか

 http://www.zck.or.jp/choson/

・「町村 .com」は、町村関係者の方だけがご利用いただ
ける専用ページです。
  ご覧になる際は、所定のパスワードが必要になります。

・ユーザー名とパスワードは、各町村にお知らせ済み（平
成18年9月27日付）ですが、 お問い合わせは、全国町村会
広報部までメール（kouhou@zck.or.jp）でお願いいたし
ます。

△

全
国
ご
当
地
鍋
フ
ェ
ス
タ
の
様
子

△

 

き
じ
鍋
の
販
売
を
行
う
笠
置
町
商
工
会
女
性

部
の
み
な
さ
ん
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随 想

随
想

南
伊
豆
町
は
、
伊
豆
半
島
最
南
端
に
位

置
し
、
北
東
は
下
田
市
、
北
は
松
崎
町
に

接
し
て
お
り
、
南
と
西
は
太
平
洋
が
展
望

で
き
る
立
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

町
内
の
ほ
と
ん
ど
が
天
城
山
脈
に
連
な
る

山
地
の
影
響
で
急
傾
斜
地
と
な
っ
て
お

り
、
8
割
以
上
を
山
林
や
原
野
が
占
め
て

い
ま
す
。
気
候
は
、県
下
で
最
も
温
暖
で
、

石い

廊ろ
う

崎ざ
き

や
波は

勝が
ち

崎ざ
き

を
は
じ
め
日
本
の
渚
百

選
に
も
選
定
さ
れ
て
い
る
弓
ヶ
浜
海
岸
、

湯
煙
が
立
ち
昇
る
下
賀
茂
温
泉
な
ど
、
大

変
豊
か
な
自
然
を
有
し
て
お
り
、
富
士
箱

根
伊
豆
国
立
公
園
に
属
す
る
一
大
景
勝
地

と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
は
昭
和
49
年
5
月
9
日
伊
豆
半
島
沖

地
震
、
同
50
年
10
月
8
日
、
翌
年
7
月
11

日
及
び
10
月
9
日
と
連
続
し
た
集
中
豪
雨

で
大
災
害
を
経
験
い
た
し
ま
し
た
。

伊
豆
半
島
沖
地
震
で
は
、
30
名
も
の
尊

い
命
が
犠
牲
と
な
り
、
昭
和
30
年
に
南
伊

豆
町
が
発
足
以
来
、
最
大
の
災
害
で
あ
り

ま
し
た
。
8
月
に
は
、
局
地
激
甚
災
害
地

の
指
定
を
受
け
、
災
害
復
旧
工
事
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
。
当
時
、
私
は
、
消
防
防
災

担
当
職
員
と
し
て
不
眠
不
休
で
、
災
害
対

応
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
、
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
。

翌
50
年
、
51
年
の
度
重
な
る
集
中
豪
雨

で
、
我
が
町
最
大
の
二
級
河
川
で
あ
る
青

野
川
が
大
洪
水
災
害
を
引
き
起
こ
し
ま
し

た
。
こ
の
災
害
に
よ
り
、
青
野
川
は
、
河

川
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
整
備
事
業

（
適
用
期
間
5
年
）
と
し
て
採
択
さ
れ
、

昭
和
51
年
か
ら
昭
和
55
年
ま
で
大
改
修
事

業
が
行
わ
れ
、
今
日
で
は
、
豪
雨
で
も
氾

濫
し
な
い
落
ち
着
い
た
清
流
と
な
っ
て
海

に
そ
そ
い
で
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
災
害
を
受
け
、
防
災
対
策
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
平
成
22

年
3
月
に
発
生
し
た
「
東
日
本
大
震
災
」

や
昨
年
8
月
29
日
に
内
閣
府
か
ら
発
表
さ

れ
た
「
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
に
よ
る

津
波
高
・
浸
水
域
等
及
び
被
害
想
定
」
を

基
に
、
地
域
防
災
計
画
を
見
直
し
す
る
と

と
も
に
防
災
・
減
災
事
業
の
推
進
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

伊
豆
半
島
自
体
が
道
路
の
決
壊
等
に
よ

り
、孤
立
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、

伊
豆
縦
貫
自
動
車
道
の
早
期
完
成
に
向
け

た
要
望
や
災
害
復
旧
の
た
め
の
伊
豆
地
域

啓
開
道
路
網
の
整
備
等
、
静
岡
県
や
関
係

市
町
と
検
討
協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
9
月
24
日
、
伊
豆
半
島
の
日
本
ジ

オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
加
盟
が
承

認
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
本
町
に
お
き

ま
し
て
は
、
昨
年
7
月
に
開
設
し
た
「
南

伊
豆
町
ジ
オ
パ
ー
ク
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
」
が
、
ジ
オ
ガ
イ
ド
の
活
動
拠
点
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
ジ
オ
ガ
イ
ド
の
中
に

は
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
解
す
る
者
も
お
り
、

ま
た
、
町
内
の
「
道
の
駅
」
に
は
、
本
年

度
か
ら
、
英
語
、
中
国
語
の
通
訳
も
配
置

し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
南
伊
豆
町
ジ
オ

パ
ー
ク
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し

て
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
加
盟
に
向
け
て
、

静
岡
県
や
伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協

議
会
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
一
層
そ

の
取
組
を
進
め
、
町
の
活
性
化
に
つ
な
げ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

恵
ま
れ
た
自
然
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
、
観
光
地
と
し
て
の
基
盤

整
備
に
取
り
組
ん
で
き
て
お
り
ま
す
が
、

高
齢
化
が
進
む
中
で
各
産
業
の
様
々
な
分

野
で
の
新
た
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
き
て

お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
平

成
21
年
1
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
湯
の
花

観
光
交
流
館
」
が
観
光
客
、
町
民
の
交
流

の
拠
点
と
し
て
実
績
を
あ
げ
て
お
り
、
地

産
地
消
、
高
齢
者
対
策
の
面
か
ら
、
ま
た

第
一
次
産
業
と
第
三
次
産
業
の
連
携
に
よ

る
各
産
業
へ
の
波
及
効
果
を
も
た
ら
し
て

お
り
ま
す
。

厳
し
い
財
政
事
情
で
は
あ
り
ま
す
が
、

第
五
次
南
伊
豆
町
総
合
計
画
に
基
づ
き
、

将
来
像
と
し
て
掲
げ
た
『
次
世
代
に
つ
な

ぐ　

光
と
水
と
緑
に
輝
く
南
伊
豆
町　

〜
ひ
と
に
や
さ
し
く
、
自
然
に
や
さ
し

く
、
未
来
に
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
〜
』
の

実
現
に
向
け
、取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ひ
と
に
や
さ
し
く
、自
然
に

　

や
さ
し
く
、未
来
に
つ
な
ぐ

　

ま
ち
づ
く
り

鈴す
ず

木き

　
史し

鶴づ

哉や

静
岡
県
南み

な
み
い
ず

伊
豆
町
長
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町 村 生 協 の 自 動 車 共 済 に ご 加 入 の 皆 様 な ら ！ 

○ 無事故による割引で新規から 

○ 集団扱年一括払いによる割引で更に 
○ 保 険 料 分 割 払 （ 回 ） も 選 択 可 能 で す 。 
（ 保 険 料 分 割 払 を ご 利 用 の 場 合 は 上 記 の 集 団 扱年 一 括 払 の ５ ％ 割 引 の 適 用 は あ り ま せ ん 。 ） 

ご 加 入 を 希 望 す る お 車 が 町 村 生 協 の 自 動 車 共 済 で 過 去 ３ 年 間 無 事 故 の 場 合 は 、 ノ ン フ リ ー ト 等 級 ９ 等 級 か ら ス タ ー ト し ま す 。 
（保険料）割引％

％

　 無 料 ロ ー ド サ ー ビ ス が つ い て き ま す 。 
　 ご 契 約 の お 車 が 、 事 故 ・ 故 障 で 自 力 走 行 で き な く 
　 な っ た 場 合 、 事 前 に ロ ー ド サ ー ビ ス 専 用 デ ス ク に 
　 ご 連 絡 く だ さ い 。 に お 取 り 次 ぎ し 、 レ ッ カ ー や 
　 分 程 度 の 緊 急 修 理 な ど を 手 配 し ま す 。 
　 ● バ ッ テ リ ー 上 が り や 、 キ ー 閉 じ 込 み 、 ガ ス 欠 な ど 

※ こ の 車 両 共 済 （ 保 険 ） を ご 契 約 い た だ け る 方 は 、 全 国 町 村 職 員 生 活 協 同 組 合 の 自 動 車 共 済 に 加 入 さ れ て い る 方 に 
限 り ま す 。 

・ 上 記 掛 金 （ 保 険 料 ） は 、 町 村 生 協 の 自 動 車 共 済 で 過 去 ３ 年 間 無 事 故 （ ノ ン フ リ ー ト 等 級 ９ 等 級 ） の 場 合 の も の で す 。 保 険 料 
は 平 成 年 ４ 月 １ 日 現 在 の も の で あ り 、 変 更 さ れ る 場 合 も あ り ま す 。 

・ 掛 金 （ 保 険 料 ） は 、 型 式 、 初 度 登 録 年 月 、 年 齢 条 件 、 運 転 者 限 定 特 約 の 有 無 、 共 済 （ 保 険 ） 金 額 、 等 級 な ど に よ り 異 な り ま す 。 
・ 上 記 掛 金 （ 保 険 料 ） 例 の 「 通 常 に 新 規 で 加 入 す る 場 合 」 と は 、 ノ ン フ リ ー ト 等 級 ６ Ｓ 等 級 を 適 用 し た 保 険 料 を 例 示 し た も の 
で す 。 

・ こ の ご 案 内 は 概 要 を 説 明 し た も の で す 。 詳 し い 内 容 に つ い て は 取 扱 代 理 店 （ 千 里 ） ま た は 損 保 ジ ャ パ ン の 営 業 店 に お 問 
い 合 せ く だ さ い 。 

契 約 条 件 と 掛 金 （ 保 険 料 ） 例 ・ 自 

◎１年間事故が無かった場合は、翌年の等級は１等級上がります。 
　事故によって車両共済（保険）をご利用された場合は、事故件数１件につき３等級下がります。 

動 車 総 合 保 険 （ 損 保 ジ ャ パ ン ） 保 険 期 間 １ 年 
・ 自 動 車 保 険 集 団 扱 年一 括 払 に よ る 割 引 ５ ％ 適 用 。 

〈 車 

集団扱としてご契約いただけるのは、保険契約者および被保険者が損保ジャパンの定める条件を満たす場合のみとなります。 
詳細については、取扱代理店（千里）または損保ジャパンにお問い合わせください。 
両 保 険 引 受 保 険 会 社 〉 ㈱ 損 害 保 険 ジ ャ パ ン 

GE6 
フィット 

平成23年2月 
26歳以上補償 
本人・配偶者限定 運 転 者 限 定 

金 額      150万円 共 済 （ 保 険 ） 
新 車 割 引 有 
記名被保険者 30才 

集 団 扱 年一 括 払 払 込 方 法 

加 入 タ イ プ 

SJ10-13443(2011.3.18作成) 

こ の 車 両 共 済 （ 保 険 ） は 、 町 村 生 協 の 自 動 車 共 済 で 補 償 す る 対 人 賠 償 、 対 物 賠 償 、 限 定 
搭 乗 者 傷 害 等 に 加 え 「 ご 自 身 の お ク ル マ の 補 償 （ 車 両 保 険 ） 」 を 追 加 す る 制 度 で す 。 
お 車 が 衝 突 し た 場 合 や 台 風 ・ い た ず ら ・ 盗 難 な ど 偶 然 な 事 故 で 損 害 を 被 っ た と き に 、 
共 済 （ 保 険 ） 金 を お 支 払 い し ま す 。 

一 般 条 件   （ 割 引 適 用 済 ） 

（ 通 常 ・ 新 規 で 加 入 す る 場 合 ） 

車 対 車 ＋ Ａ   （ 割 引 適 用 済 ） 

（ 通 常 ・ 新 規 で 加 入 す る 場 合 ）
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